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帝国全体で発生した避難民総数は，ヴォルコフの推計によると，1916年 1月 1日時点で 289
万 7100人，1916年 12月 15日時点で 384万 7700人，1917年 1月 1日時点で 525万 5500人，
1917年 7月 1日時点で 639万 700人となる。ここで使用されているデータは，支援対象とし
て登録者された者のみを数えたものであるため，ヴォルコフはこの数字には含まれていない非
対象者分として 17.8％増を見積もり，1916年 1月 1日時点で 330万 6000人，1916年 7月 1日
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1914年 7月 17日（7月 30日），ロシアで総動員令が発令されたのを皮切りに，ヨーロッパ
諸国が相次いで宣戦布告を発し，雪崩を打つように第一次世界大戦へ参戦していく。
東部戦線の戦闘は東プロイセンで始まった。1914年 8月 4日（8月 17日）にロシア軍が国
境を越えて東プロイセンに侵入する。8月 7日（8月 20日）のグンビネン =ゴウダプ会戦で
はロシア軍が勝利するが，8月 13日（8月 26日）から 17日（30日）のタンネンベルグの戦
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富山大学人文学部紀要 第一次世界大戦期ロシア帝国における避難民
いではサムソノフ将軍率いる第二軍が壊滅し，第一軍も 9月 3日（9月 16日）までに退却す
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8月 21日（9月 3日）にはリヴィウを，8月 22日（9月 4日）にはガーリチを陥落させた。8
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2万人（うちアルメニア系 1万人，ギリシャ系 9000人），合計約 6万 7000人と推計されている。
1915年 6月以降はその数は爆発的に増加し，1915年 8月には 25万人のアルメニア人が国境を
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設置されたわけではない。1914年 7月 30日付けで全ロシアゼムストヴォ同盟が，8月 16日付
けで全ロシア都市同盟が結成されたが，当初は傷病兵救護などを目的としていた。両同盟に避
難民支援特別部会が設置されたのは，1915年 9月のことである 60）。
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会設立大会が 4月 6日にワルシャワで挙行されたこと 69）などが伝えられている。
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領下のガリツィアへ進軍する。ロシア軍は 6月 9日（6月 22日）までにリヴィウを放棄し，
タルノボルとブコヴィナの一部を除き，ガリツィアから撤退した 71）。
さらにドイツ軍はポーランドと東プロイセンにも進軍し，7月 22日（8月 4日）にはワルシャ
ワとイヴァンゴロドを占領する。8月 13日（8月 26日）にはブレスト＝リトフスク，8月 19
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録した入植地の有効期限を 1915年 8月 1日まで延長し，移住証明書は家族の誰かが既に移住している
者だけに交付される。РГИА, ф. 391, оп. 5, д. 799, л. 61.
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チェリャビンスク 3万 4926世帯 16万 9872人（1915年 8月 1日から 1916年 8月 31日まで），
スィズラニ 10万 231世帯 51万 6110人（1915年 7月 28日から 1916年 10月 14日まで），合
計 13万 5157世帯 68万 5982人だった（人数には単身者も含む）。そのうち 92.3％にあたる 12
万 4764世帯 63万 3258人が，調査開始から 1915年 10月 31日までの約 3ヶ月間に集中している。
全体の 47％にあたる 6万 2468世帯 32万 761人がグロドノ県から出発しており，次いで多い
のがヴォルィニ県の 2万 6541世帯 13万 6715人（20％），ホルム県 2万 949世帯 10万 2103人
（15％）で，他にも 1万人を超えるのが，ミンスク県（7869世帯 4万 1550人），ヴィリノ県（7681
世帯 3万 9473人），コヴノ県（3148世帯 1万 5655人）となっており，この 6県で全体の 95％
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民数は，トムスク県 3万 8445人，アクモリンスク州 2万 8175人，エニセイ県 1万 1981人，ト
ボリスク県 1万 5379人，イルクーツク県 8616人，ザバイカル州 2000人，沿海州 2510人，アムー





かった。それでもトムスク県は比較的多く，1916年 3月 1日時点で 98世帯 283人が入植して
おり，雪が消えたらその数はさらに増えると予測されていた 119）。しかし東へ行くほど入植する
世帯は少なくなり，断片的なデータになるが，イルクーツク県では実際に入植したのは男性
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1915年 7月から 1917年 10月までの間に，避難民生活支援のために，戦費全体の 1.5%に
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